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そ
の
2

　早
く
消
火
す
る

①
出
火
か
ら
３
分
以
内
が
、消
火
で
き
る

　
限
度
で
す
。

②
水
や
消
火
器
だ
け
で
消
そ
う
と
思
わ

　
ず
、座
ぶ
と
ん
で
火
を
た
た
く
、毛
布
で

　
火
を
覆
う
な
ど
、身
近
な
も
の
を
活
用

　
し
て
、い
か
に
早
く
消
火
活
動
が
で
き

　
る
か
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

そ
の
3

　早
く
逃
げ
る

①
天
井
に
火
が
燃
え
移
っ
た
ら
、潔
く
避

　
難
す
る
。

②
避
難
す
る
と
き
は
、燃
え
て
い
る
部
屋

　
の
窓
や
ド
ア
を
閉
め
て
、空
気
を
絶
つ
。

消防団員募集
消防団は若い力、女性の力を必要としています。
自分の大切な町、大切な人を
一緒に守りましょう。

問い合わせ　消防本部消防課
☎53-7708

　一般財団法人自治総合センターの令和２年度コミュニティ助成事
業の助成金を活用して、消防団に防火衣を35 着整備しました。火
災現場での消防団員の安全確保など、消防活動に活用します。
　自治総合センターでは、宝くじの社会貢献広報を目的として地域
防災組織育成事業を支援しています。

問い合わせ　消防本部消防課　☎53-7708

宝くじ助成金で防火衣を整備

ベルト 防火衣

住
宅
用
火
災
警
報
器
を

設
置
し
ま
し
ょ
う

　
平
成
16
年
の
消
防
法
改
正
に
よ
り
住
宅
に

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
設
置
場
所
は
、寝
室
で
す
。寝
室
が
２
階
に

あ
れ
ば
、階
段
を
上
が
っ
た
天
井
に
も
設
置
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

　
大
切
な
家
族
の
命
や
財
産
を
守
る
た
め

に
、必
ず
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

消防団本部に所属する女性消防団（団員14人）の
（右）材原由紀子さん（玖波１）と、（左）藤井麻
友美さん（玖波５）。「主に広報啓発活動を担当し
ています。私たちと一緒に活動しませんか」。

（住警器）の維持管理
住宅用火災警報器

①定期的に手入れしましょう。
　住警器はほこりが入ると誤作動を起
　こす場合があります。乾いた布でふ
　き取るなど定期的に掃除を行いまし
　ょう。

②作動確認をしましょう。
　ボタンを押したり、ひもを引いたり
　して確認できます。

③古くなった住警器は電子部品
　の劣化や電池切れなどで感知
　しなくなることがあります。
　設置して10年を目安に取り替えま
　しょう。
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住
宅
防
火

い
の
ち
を
守
る  

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

（
３
つ
の
習
慣
・
４
つ
の
対
策
）

３
つ
の
習
慣

①
寝
た
ば
こ
は
、絶
対
や
め
る
。

②
ス
ト
ー
ブ
は
、燃
え
や
す
い
も
の
か
ら 

　
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

③
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る
と

　
き
は
、必
ず
火
を
消
す
。

4
つ
の
対
策

①
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、住
宅
用
火

　
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

②
寝
具
、衣
類
お
よ
び
カ
ー
テ
ン
か
ら
の

　
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、防
炎
品
を
使
用

　
す
る
。

③
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、

　
住
宅
用
消
火
器
な
ど
を
設
置
す
る
。

④
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を
守

　
る
た
め
に
、隣
近
所
の
協
力
体
制
を
つ

　
く
る
。

そ
の
１
　
早
く
知
ら
せ
る

①
小
さ
な
火
だ
と
思
っ
て
も「
火
事
だ
」と

　
大
声
を
出
し
、隣
近
所
に
援
助
を
求
め

　
る
。声
が
出
な
け
れ
ば
、や
か
ん
な
ど
を

　
た
た
き
異
変
を
知
ら
せ
る
。

②
小
さ
な
火
で
も
１
１
９
番
に
通
報
す

　
る
。当
事
者
は
消
火
に
あ
た
り
、近
く
の

　
人
に
通
報
を
頼
む
。

問
い
合
わ
せ
　
消
防
本
部
・
署
　
☎
54
0
1
1
9

令
和
３
年

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動

３
月
１
日
㊊
▼
７
日
㊐

全国統一標語

☎
お知らせダイヤル

期
間
中
の
行
事

消防署では、災害情報を
自動音声装置で

お知らせしています。
（救急を除く）

災 害 情 報の

52-0001

火
災
時
の
逃
げ
遅
れ
に
注
意

○
火
災
予
防
広
報

　
の
ぼ
り
の
設
置
、ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
、消
防

車
に
よ
る
火
災
予
防
広
報
な
ど

○
立
ち
入
り
検
査

　
対
象
は
、市
内
の
多
く
の
人
が
出
入
り
す

る
建
物（一般
住
宅
を
除
く
）や
危
険
物
を
取

り
扱
う
会
社

○
消
防
署
・
消
防
団
合
同
訓
練

と
　
き
　
３
月
７
日
㈰
８
時
か
ら

と
こ
ろ
　
立
戸
山

　
林
野
火
災
を
想
定
し
た
消
防
訓
練
を
実

施
し
ま
す
。

　
当
日
８
時
に
市
内
一
斉
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら

し
ま
す
が
、火
災
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
付
近
住
民
の
方
に
は
、通
行（
車
両
通
行

可
）や
ポ
ン
プ
騒
音
な
ど
に
よ
る
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
ま
す
が
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
防
火
指
導

　
市
内
在
住
の
方
を
対
象
に
抽
出
し
た
お
宅

へ
、消
防
本
部・署
員
が
伺
い
ま
す
。

　
平
成
30
年
中
の
住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
数

は
、９
４
６
人（
放
火
自
殺
者
な
ど
を
除
く
）

で
、そ
の
内
の
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
死
者

数
は
６
６
８
人
と
、全
体
の
70・６
％
を
占
め

て
い
ま
す
。（
令
和
元
年
版
消
防
白
書
よ
り
）

　
火
災
時
の
煙
は
、思
い
の
ほ
か
早
く
広
が

り
、逃
げ
る
方
向
を
見
失
って
し
ま
う
恐
れ
が

あ
り
ま
す
。い
ち
早
く
対
処
す
る
た
め
に
も
、

早
期
発
見
が
大
切
で
す
。

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
さ
れ
て
い
な

い
方
は
、早
め
に
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

初
期
活
動
の 

3
原
則

そ
の
火
事
を 

防
ぐ
あ
な
た
に 

　 

メ
ダ
ル

金金金金


